
道経営基盤の充実
暮

経営資本営業利益率
3 ら

△1.1 △1.1 △1.1 △0.7 △0.7 -
し ％ 1

0.5 0.6 0 - - 0.0

04070200 下水道経営基盤の充実
幸

滝沢市に愛着を持っている人の割合
4

75 75.7 76.4 77 77.7 -
福 ％ 74.2

72.3 0 0 - - 0.0

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

１．基本施策の実現状況を明らかにする
(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月13日 1頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０７ 効率的な汚水処理施設の整備

下水道課長  三浦信吾

公共下水道事業と浄化槽設置整備補助事業の両輪で、効果的、経済的に汚水施設整備を推進し、適正に管理されているとと

もに、今後下水道施設を長期安定的に運営するために必要な経営方針や施設の計画的更新の骨子が明らかになっています。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮 水洗化率(行政区域内人口に対する合併浄化槽も含めた水洗化率）

1 ら 77.5 78.5 79.5 80.4 81.3 -
％ 76.7

し 82.5 84.5 0 - - 0.0

幸 滝沢市に愛着を持っている人の割合

2 75 75.7 76.4 77 77.7 -
％ 74.2

福 72.3 78.3 0 - - 0.0

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

04070100 環境にやさしく快適な下水道の整備
暮

水洗化率(行政区域内人口に対する合併浄化槽も含めた水洗化率）
1 ら

77.5 78.5 79.5 80.4 81.3 -
し ％ 76.7

82.5 84.5 0 - - 0.0

04070100 環境にやさしく快適な下水道の整備
幸

滝沢市に愛着を持っている人の割合
2

75 75.7 76.4 77 77.7 -
福 ％ 74.2

72.3 78.3 0 - - 0.0

04070200 下水



状

、設定した使用料の定

況

期的な検証が必要です

分

。

(２) 基本計画期

析

間内の取り組みと方針

(

のうち、平成30年度

２

の重点課題
・経費及び

)

工事コストの縮減に引

 

き続き取り組みます。

基

・下水道使用料や受益

本

者負担金などの確実な

施

収納に取り組みます。

策

・整備計画の変更や維

の

持管理計画の策定に向

実

けた調査などに着手し

現

ます。

・収支の均衡や

に

コスト削減、流動比率

影

向上等、健全な下水道

響

事業会計の着実な維持

す

に努め、もって将来経

る

営の安定化を図り

ます

社

。

(３) 基本計画期

会

間及び平成30年度重

環

点課題に基づく優先順

境

位の考え方
　施設の確

変

実な運営、整備地区の

化

完了を最優先とし、合

(

わせて今後の効率的な

３

整備や施設改修を推進
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します。

また、持続可

 

能な下水道経営を実現

政

と負担の公平性の確保

策

の観点から、下水道使

と

用料や受益者負担金な

の

どの収納を徹底しま

す

関

。

連性

３．基本施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 基本施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月13日 2頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０７ 効率的な汚水処理施設の整備

下水道課長  三浦信吾

・平成28年度末の行政人口に対する下水道供用開始可能人口の割合を表す汚水処理人口普及率は、公共下水道で67.3％、合

併処理浄化槽や団地ごとの集合処理施設で17.2％、全体で84.5

政

％となっています。

・

 

平成27年度に移行し

 

た公営企業会計の初決

 

算によると収支は黒字

 

側で均衡しています。

策

一方で、手持ち資金の

:

状態を表す

流動比率は

基

低く、財政の柔軟性が

本

低いことが明らかにな

施

りました。

・少子高齢

策

化や節水型社会による

:

使用料収入の減少、老

主

朽化進展や災害の頻発

管

等が懸念される中、下

課

水道施設の長期安定運

長

営のための経営合理化

職

やストックマネジメン

・

ト（既存施設管理計画

氏

）等の必要性が高くな

名

っています。

・国は、

関

下水道事業等に地方公

係

営企業会計の適用と将

課

来10年以内に収支を

長

均衡させることを目的

職

とした下水道事業経営

・

戦略

の策定を期限付き

氏

で義務化しました。

　

名

政策である「ひとにや

２

さしく安心・快適で活

．

力あふれるまちを目指

基

します」の実現に必要

本

な基本的な課題とその

施

解決方策

の具現化です

策

。

・公共下水道と合併

の

処理浄化槽の最適な配

実

分による汚水処理を推

現

進するとともに、既存

に

の公共下水道の適正な

向

維持改修、長

期サイク

け

ルでの計画的管理を目

て

指します。

・合併処理

の

浄化槽設置に係る助成

現

、融資あっせんなどに

状

よる汚水処理普及率の

を

向上と下水道施設の効

認

率的利用を図ります。

識

・公共下水道の整備や

す

維持には多額の費用を

る

要するため、費用対効

(

果を重視した面的整備

１

、不明水対策、供用開

)

始後の確実

な使用料の

 

回収やコスト縮減など

基

を推進し、経営基盤の

本

確立や安定した経営の

施

維持に努めます。

・下

策

水道使用料の定期的見

目

直しにより必要最低限

標

度の値上げについて上

の

下水道事業経営審議会

進

に諮問し、同様の答申

捗

があり

ました。今後も



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(４) 所管施策別事業計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月13日 3頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０７ 効率的な汚水処理施設の整備

下水道課長  三浦信吾

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

04070100  環境にやさしく快適な下水道の整備
1

728,483 708,216 2.9 751,908 762,902 738,496 2,981,789

04070200  下水道経営基盤の充実
2

702 702 0.0 728 740 746 2,916


